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尼崎市自立支援協議会
あまのしごと部会

平成２９年度の取り組みについて

1

あまのしごと部会の役割

尼崎市在住の障害を持つ方の「働くこ

と」についての課題を検討・協議し可能

な限り課題を解決していく

⇒福祉的就労・一般就労の2つの側面
からのアプローチ
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平成２９年度 あまのしごと部会 活動内容
活動日 活動内容

6月12日 自主製品販売について フォーラムについて 軽作業事業所募集（塚口福成園）

7月10日 自主製品販売について 軽作業事業所募集について フォーラムについて

8月7日 軽作業事業所募集（チューブロック）について フォーラムについて（振返り）・授産品販売について（尼うぇる
フェア・産業フェア）報告

9月12日 自主製品販売について（尼うぇるフェア）・フォーラム（30年度について）・あまっこ部会との共通課題について

10月17日 自主製品販売について（尼うぇるフェア・アーリーＸ‘ｍａｓ）・あまっこ部会との共通課題について

11月14日 自主製品販売について（尼うぇるフェア・アーリーＸ‘ｍａｓ、ＮＩＫＫＯフェア）・あまっこ合同開催について

12月25日 あまのしごと部会・あまっこ部会合同開催

1月12日 自主製品販売について（尼うぇるフェア・ＮＩＫＫＯフェア） ・軽作業事業所募集について ・今後に向けての提
案

2月16日 自主製品販売について（ＮＩＫＫＯフェア）・作業所募集について（なごみファクトリー・松島商会）
30年度 フォーラムについて

3月12 日 自主製品販売について（ＮＩＫＫＯフェア・尼うぇるフェア）・部会長について・30年度フォーラムについて

4月16日 自主製品販売について・平成29年度部会のまとめについて・30年度フォーラムについて

5月14日 平成29年度部会のまとめについて・30年度フォーラムについて
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◇福祉的就労へのアプローチ

○目 的 障害者施設商品を広める

〇テーマ 授産品の質の向上と情報発信

魅力ある商品づくり・仕掛け作り

〇具体的な取り組み

①産業フェア・NIKKOフェアへの参加・尼うぇるフェアの開催

〇新しい取り組み

①アーリーX‘masへの参加

②作業依頼の情報発信
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◇一般就労へのアプローチ

〇目 的 一般就労の実現

企業への障害者雇用の啓発

〇テーマ 一般就労における課題の掘り下げ・共通化

就労に向けての各種相談窓口の情報発信

〇具体的な取り組み

①フォーラムの開催
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福祉的就労へのアプローチ①

産業フェア・NIKKOフェアへの参加・尼うぇるフェアの開催

〇産業フェア

日時：平成29年8月3日･4日 場所：尼崎市ベイコム総合体育館

参加団体 ： 6団体

〇NIKKOフェア

日時：平成30年2月8日・9日 場所：尼崎市中小企業センター

参加団体： 11団体

〇尼うぇるフェア

（平成26年度1回・27年度 2回 ・28年度 3回 ・29年度 4回 開催）

日時：平成29年8月31日・10月5日・12月3日・3月8日

参加団体： 19団体
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福祉的就労へのアプローチ②

（参加団体 アンケートより）

【産業フェア】

・いろいろな企業の方と話す機会があり、良い刺激を受ける事が出来ました。

・商品をたくさんの方々に見てもらうことが出来る良い機会だと思いました。

【ＮＩＫＫＯフェア】

・何度か買って頂いたお客様もおり、クッキーなどおいしかったからと買って行かれるお客様が見られました。施設を知っているが、どんな物を作って

いるのか知らなかったが、知ることが出来て良かったとおっしゃっていました。

・今回は、前回までの売り場とちがい、入り口近くのブースだったのでお客様の目が入りやすかったようです。にぎやかで活気もあり楽しむことができ

ました。仲間たちも帰宅後も「楽しかった～」の声もあり、達成感も感じているようです。

【尼うぇるフェア】

・回数を重ねていくことで認知度も高くなり、リピーターのお客様も増えてきているように感じました。

・今年度は、他の事業所の方々にいろいろと声掛けをしていただくことが多くあり、利用者・職員一同もつながりを強く感じています。販売の機会をた

くさん頂き、感謝しています。 日頃、作成している製品を知って頂いたり購入して頂ける貴重な機会となっています。

産業フェア・NIKKOフェアへの参加・尼うぇるフェアの開催
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新しい取り組み①

アーリーＸ‘ｍａｓ

日時：平成29年12月3日（日）のみ参加
場所：尼崎中央公園内（阪神尼崎駅前）
主催：株式会社ベイ・コミュニケーションズ
参加団体：5事業所参加

【参加事業所のアンケートより】

・尼うぇるフェアとは客層が違い、色んな方に見て頂けた

・新しい取り組みで販路が増えた事、商品のテーマ

にあっていた為時期的にもありがたかったです。

・お客さまに色々な商品を見ていただけてよかった。

【部会の意見】
・初めての野外でのイベント参加。室内とは違った方法で出
来る可能性がある為、今回の経験を活かして次回以降も
参加していく。
・一般の方が多く来られており、自立支援協議会を知っても
らういい機会になった。
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新しい取り組み②

作業依頼の情報発信

〇株式会社まるき（塚口福成園からの紹介）

⇒軽作業（ダイソー商品の計数・袋詰め）

〇株式会社 チューブロック

⇒ブロック玩具「チューブロック」の商品作成（ピッキング作業）

〇有限会社 松島商会

⇒衣類や繊維製品の裁断

〇フクダ工業（ファクトリーなごみからの紹介）

⇒100円均一の商品の組立て・袋詰め作業

今年度上記の作業内容について、市内日中活動事業所への情報発
信を行った。
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一般就労へのアプローチ①

日時：平成２９年７月２８日（金）１０:００～１５:００ 場所：尼崎商工会議所 ７階

〇午前：講演

＊「当社における障がい者雇用の取り組みについて

～創業者より大切に受け継がれている、当社らしい企業文化の実践と伝承～」

講師：株式会社日興商会 恩田 誠氏

＊「就労移行ってなんだろう？ ～長く働き続ける支援～」

講師：尼崎障害者就労支援ネットワーク

〇午後：障害福祉サービス事業所説明会 １２事業所 参加

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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（フォーラム アンケートより）

・実際の雇用について分かりやすい説明が良かった（企業）

・受け入れるにあたっては、従業員の理解と協力が必要と感じた（企業）

・先駆的に取り組まれているのが素晴らしいと思いました。今後知的・精神・

発達障害の方をどのように支援される計画をお持ちなのかお伺いしてみた

いと思いました。（就労事業所）

・企業としての志が素晴らしいと思いました。今後障害の違った種類について

も取り組みが進んでいかれるように期待しています（一般）

・就労移行支援について知らなかったので具体的に知ることができてよかっ

た（企業）

・就労移行と就労継続の違いがよくわかりました。（一般）

一般就労へのアプローチ②

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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（事業所説明会のアンケートより）
・利用者さんの障がいの種類（得意分野）がわかる方がもっと訪問しやすい（企業）

・いろいろな事業所さんの話が聞けてよかったと思います（一般）

（フォーラム全体を通して）
・障がい者雇用はやはりトップダウンの方が良いのかなと課題を再認識した（企業）

・知的障害の方の就労については、企業が遠慮せずにマッチングを見る制度が必要（企業）

・知らないことがしれてためになりました（一般）

・発達障害の自閉症と知的障害の雇用について知りたい（一般）

・説明会の人数が意外に少なく感じましたが、周知されていないかもと思います

特に当事者や保護者にもっと参加してもらいたいです（一般）

一般就労へのアプローチ①

尼崎市障害者就労支援フォーラムの開催
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検討事項
①あまっこ部会との共通課題

しごと部会からは・・・

・10代からひきこもり等社会経験少ない方の就労のサポート・必要な支援は？

・本人・ご家族の障害受容の課題

・特別支援学校以外の普通学校を卒業してから障害を持った方の教育・福祉の

サポートの課題

⇒１５～１８歳の中で起こっている課題、どんな背景があるのかを明確にしていく

ために、各機関が感じている課題を抽出していく

＊平成２９年１２月２５日 あまっこ部会・あまのしごと部会合同開催

グループワークにて課題の抽出⇒現在分析中
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検討事項
②特別支援学校（教育）から福祉への移行

・卒業前の就労移行支援計画等の個人情報を福祉サービスへの

移行をシステム的にできないか？

・それぞれの学校が行っているサポート・支援の工夫を充分に

福祉サービスへ引き継げる体制作りが必要

⇒教育と福祉の連携を目的に議論を行っていく。
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今後に向けて（部会まとめ）

◆福祉的就労

・回を重ねるごとに各フェアの参加事業所も増え、定着してきている。

今後も継続しながら次の発展（販路の拡大・施設の広報）について検討していく

ことが必要

・産業フェア・ＮＩＫＫＯフェアについては企業への出店であり施設の情報発

信を行う、尼うぇるフェアについては施設の製品の情報発信を行う事と

目的を明確にしていく必要がある

〇平成３０年度の取り組み

・産業フェア（平成30年8月2・3日）・ＮＩＫＫＯフェア・アーリーＸ‘ｍａｓの参加

・尼うぇるフェアの開催 4回の開催（8・10・12・3月）
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今後に向けて（部会まとめ）

◆一般就労

・障害者雇用の啓発については継続してフォーラムを開催していく必要がある

・企業の参加が増えるようフォーラムの内容・広報のあり方（あくしいの活用）

について検討していく

・応援ガイドブックについて 新規事業所も増加するため更新が必要

〇平成３０年度の取り組み

・「応援ガイドブック」の活用・更新

・第３回 尼崎市障害者就労支援フォーラム開催

平成３０年７月２７日（金） 場所：尼崎商工会議所
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